






要約:治療し得る低身長児の早期発見、早期治療の目的で、幼児健康診査を一次、小児科

受診を二次、入院精査を三次とするスクリーニング法を、名古屋大学と市立岡崎病院の共

同で研究した。1歳半と 3歳児の健診時に身長が 3パーセンタイルないし-1.5SD 以下の幼

児を選んで年 1 回通院させ、成長率、骨年齢などを検討した。必要なら 4～5 歳台に入院

させて、内分泌検査を行った。1986-89 年の集計では、第一次スクリーニング 27,936 名

中、最終的に 23 名の GH 欠損児が発見された。


